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論　　文　　の　　要　　旨
　本論文は抗菌活性・毒性など重要な生理活性をもったいくつかの天然有機化合物について主に
NMRの手法を用いて構造決定した結果に関するものである。これらの物質はいずれも化学的にユ
ニークな構造を有する物質であった。
　第一章は生薬丹参の成分であるサルビレノンに関するものである。丹参はシソ科植物∫α1伽舳一
肋γγ肋αの乾燥根であり多数のフェナントロキノンおよびナフトキノン型ジテルペノイドを含んで
いることが知られているが，Y－2と呼ばれる物質は通常の方法では構造決定が困難であるため1d
数年の間未解決の問題として残されていた。著者はNMRのLSPD法を用いた1Hと13Cの遠隔カップ
リングの解析と接触水素添加反応のスペクトル性質からその構造を明らかにした。この物質は天然
から初めて見出されたフェナレノンジテルペンであり，サルビレノンと名付けられた。
　第二章は抗菌性物質ボキサゾマイシン類の構造決定について述べている。この抗生物質は放線菌
の一種によって生産され種々の細菌に対して生育阻害作用を示すが，．この物質も通常のNMR手法
では構造決定が不可能であるため未定のままであった。ボキサゾマイシンAは有機溶媒に殆んど溶
けず，明確な結晶にもならないため，テトラアセチル誘導体として構造決定を行っている。NMR
のLSPD法，CH－COSY法を用いた1H－13C遠隔カップリングの解析，炭素聞の結合を観測するヱ3C
－INADEQUATE法，15N－NMRの亘5N－1H相関スペクトル法などの方法を駆使するほふ，13C－31P
カップリングを利用してC－C－Oの結合関係を明らかにする新手法を開発することによって構造を
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決定し㌧さらにモデル化合物の合成も行っている。さらにボキサゾマイシンB，CについてもAとの
スペクトルの比較によって構造を決定している。ボキサジマイシン類は自然界から最初に得られた
ピリミジニルベンゾオキサゾール骨格を持つ物質であり，生合成的にも興味深い物質である。
　第三章はアオコの毒素に関するものである。アオコは水の華を形成するラン藻の通称であり，あ
る種のアオコ形成藻は毒素を生産するため諸外国では家畜への被害の報告もあるが，それは〃c一
γ06舛｛8α舳g伽08αによるものである。わが国の湖沼に発生するアオコは〃〃刎8が主でありしか
も例外なく有毒である。著者はこの藻の大量無菌培養法，有毒物質の単離精製法を検討して3種の
毒素シアノビリジンを単離した。ついでこの物質のアミノ酸分析と玉H－NMRから構成アミノ酸の
構造を決定した。アミドプロトンと隣接アミノ酸のα一プロトンをROESYスペクトルで観測し，
HMBg法を初めてペプチド類に適用することによってアミノ酸の配列順序を決定し，特異なアミ
ノ酸を含む環状ペプチドであることを明らかにした。
審　　査　　の　　要　　旨
　生理活性を有する天然有機化合物の構造決定は化学および生理学の基礎となるものである。多く
の有機化合物の構造決定は隣接する水素一水素原子間のカップリングを核磁気共鳴法で観測するこ
とによって為されてきた。然し多様性に富んだ天然有機化合物の中には炭素・酸素・窒素などの原
子に比べて水素原子の数が少いため，このような方法では構造決定不可能な物質もある。第一章お
よび第三章に述べられている生理活性物質はいずれもこのような特徴を有する物質であった。著者
は核磁気共鳴スペクトルの新手法を適用すると共に新しい方法を開発することによってこれらの問
題を解決し特異な物質の構造決定を行っている。第三章のアオコの毒素はペプチド性物質であるが
構成アミノ酸が通常のアミノ酸とは異なるためバイオテクノロジーなどの手法を用いて構造を決定
することは出来ない。著者は核磁気共鳴を巧みに使用することによって解決している。これらの研
究は著者の発見した物質の重要性と共に天然物化学およびその周辺の分野の発展に寄与するものと
高く評価される。　よって，著者は理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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